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１ はじめに 

 

グローバル化や情報化が急速に進展し、社会が激しく変化する中、学校にはより

時代の要請に応じた教育や学校づくりが求められており、校長をはじめ管理職のリ

ーダーシップやマネジメント能力がますます重要となっている。 

平成 27 年 12 月 21 日、国の中央教育審議会から「チームとしての学校の在り方と

今後の改善方策について」が答申（以下、中教審答申とする。）され、その中で、カ

リキュラム・マネジメント※１を通した組織運営の改善など、学校が家庭、地域とも

連携・協働しながら、一つのチームとして機能するように、学校のリーダーシップ

機能の一層の強化が求められている。さらに、管理職の適材確保に向けた改善方策

として、教育委員会は校長、副校長及び教頭に求められる資質・能力を明確化し、

教職員に周知するとともに、管理職の養成等に活用することが示されている。 

平成 29 年８月、県教育委員会は中教審答申等を踏まえ、「校長及び教員の資質向

上に関する指標」※２を策定し、その中で、管理職に求められる資質・能力として、

多様な背景を有する人材などの専門家集団をチームとしてまとめ（チーム学校）、学

校経営を実践する「学校経営力」を示したところである。 

一方、本県教員の令和２年度における年齢構成について見ると、40 歳代から 50 歳

代前半までの教員が非常に少なく、今後の管理職の計画的な育成が大きな課題とな

っている。また、学校における教員の不祥事防止については、「不祥事ゼロ運動」な

どに継続して取り組んでいるが、重大事案は後を絶たない。 

こうした状況を踏まえ、県教育委員会では、「めざすべき管理職像」を示し、各職

位で育成する資質・能力を指標化するとともに、管理職育成の手立てを示した「か

ながわ学校管理職育成指針」を策定し、計画的かつ一貫した管理職人材育成の取組

みを推進する。 

なお、本指針の対象は、県教育委員会が任命権を有する県立学校及び政令指定都

市を除いた市町村立学校の教職員とする。 

 

※１ カリキュラム・マネジメント 

： 児童生徒の実態等を踏まえて教育の内容や時間を配分し、授業改善や必要

な人的・物的資源の確保などの創意工夫を行い、組織的・計画的な教育の質

的向上を図ること。 

 

※２ 「校長及び教員の資質向上に関する指標」 

： 指標において、副校長及び教頭には、校長の校務を補佐する役割として、

校長に準ずる役割が求められている。 
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２ 管理職育成の方向 
 

（１）基本的な考え方 

本県の教育における総合的な指針となる「かながわ教育ビジョン」の理念の下、

総括教諭等の段階から、管理職となることにより教育的視野が広がることや、自

らの教育理念に基づき、特色ある教育活動を推進できることなど、管理職の魅力

ややりがいについて、研修や上位職等によるＯＪＴ※を通して伝え、意識の醸成を

図り、管理職への若手登用を推進する。併せて、教頭職から副校長職、副校長職か

ら校長職といった、上位職へのステップの中でも研修等を通して意識の醸成を図

る。 

また、自ら学び続ける教員であるべきとの理念の下、自己研鑽や自己啓発の観

点から、研修の受講と上位職等によるＯＪＴの実践により、資質・能力を育成す

る。 

さらに、人事異動により幅広い経験を積み重ねるとともに、管理職登用にあた

っては、教頭候補者選考試験や人材アセスメント等を実施し、各職位に求められ

る資質・能力を有する人材を確保する。 
 

※ ＯＪＴ 

： On the Job Training の略で、現場で業務に必要な知識や技術等を習得

させる職場訓練。 
 

（２）めざすべき管理職像 

ア 既に示している県教育委員会の考え方 

本県では平成 29 年８月に「校長及び教員の資質向上に関する指標」を策定し、

その中で管理職及びベテラン教員のめざすべき教職員像を示したうえで、めざす

べき校長像については、専門家集団をチームとしてまとめる学校経営の実践を重

視して「学校経営力」という視点を加えた。 

 

イ その後の環境の変化 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取組みにおいて、教育の分野では、すべて

の人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保することなどを目標に掲げた取組

みの推進が求められている。 

こうした観点も踏まえ、令和元年、「かながわ教育ビジョン」を一部改定した。 

いじめ・不登校や外国につながりのある児童生徒の指導上の諸課題や、経済的

な課題を抱えた児童生徒への対応など、教育をめぐる課題は多様化しており、さ

らに、新型コロナウイルスの感染拡大により、こうした課題が深刻化する懸念も

ある。 

学校では、このような新たな状況に直面し、教育を取り巻く環境等の変化への

対応が求められており、管理職には、その状況の変化を正しく把握した上で、働

き方改革の視点も踏まえ、その変化に的確に対応できる組織体制の構築と運用が

求められる。 
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ウ 本指針で示す「めざすべき管理職像」 

教員は、教育者としての基本的な素養を備え、教育公務員として法令を遵守す

るとともに、服務規律を徹底し、確固たる倫理観と使命感をもつことは当然であ

る。とりわけ、管理職は、そういった教員を育成する役割を担っていることから、

さらに高い倫理観と強い使命感が求められる。 

また、管理職は、教育公務員としての職責について教職員に強く認識させると

ともに、教職員への積極的な指導・助言や、相互の意見交換の場を設けることな

どのマネジメントを通じて、事故や不祥事が起こらない風通しの良い組織・風土

づくりが求められる。 

こうした観点を踏まえ、既に示している県教育委員会の考え方に、その後の環

境の変化の要素を加え、めざすべき管理職像を以下のとおり整理する。 

 

〔めざすべき管理職像〕 

【率先垂範できる力】 

①  教育を取り巻く環境等の変化に応じ、多様な意見を受け止めつつ、学校づく

りや教育活動をリードし、教職員の模範となり、リーダーシップを発揮し、学校

を動かし、支え、発展させることができる。 

 

【統率し指導する力】 

②  教育者としての高い倫理観と強い使命感に基づくゆるぎない信念と情熱をも

ち、「かながわ教育ビジョン」の理念を実現すべく、自らの学校経営に対する明

確なビジョンを示し、学校教育目標の実現に向けて教職員をまとめ、指導がで

きる。 

 

【モチベーションを高め人材を育成する力】 

③  チーム学校を支える教職員個々の多様性を尊重し、同僚性を持った集団づく

りができるとともに、一人ひとりのキャリアプランを見通し、教職員一人ひと

りの意欲向上・人材育成に資する指導・助言ができる。 

 

【組織を運営し教職員を管理する力】 

④  教育を取り巻く環境等の変化に応じ、適切な組織執行体制の構築と教職員の

管理監督ができる。 

 

【地域と協力し学校を運営する力】 

⑤  開かれた学校づくりに向け、保護者や地域の方の意見を把握するとともに、

学校に対する要望の実現に向けて努力ができる。 

 

【リスクを予防し不測の事態に対応する力】 

⑥  学校事故や教職員の不祥事の未然防止に努めるとともに、不測の事態に対し

ては自ら判断し、リーダーシップをもって迅速かつ適切に、そして組織的に対

応ができる。 
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【将来に向けて学校運営を改善し、発展させる力】 

⑦  適正な学校評価の実施に努め、評価結果を踏まえ、将来に向けて学校運営を

改善し、発展させることができる。 

 

（３）めざすべき管理職像の指標化 

中教審答申において、教育委員会は「チームとしての学校」の管理職に求められ

る資質・能力を明確にし、管理職の育成等に活用することが示されており、先に示

した「めざすべき管理職像」を管理職に求められる「リーダーシップ」と「マネジ

メント」の２つに区分した上で、各職位で育成する標準的な資質・能力の水準（行

動例）を定める。（Ｐ５からＰ12 の表１から表４） 

 

注） 「リーダーシップ」と「マネジメント」は管理職の資質・能力として重要

な要素を占めており、実際には、相互に補完しながら管理職としての力を

発揮することが期待される。本指針においては、管理職育成の観点から、

主に「リーダーシップ」に求められる資質・能力を形成する力と、「マネジ

メント」に求められる資質・能力を形成する力に着目し分けて整理する。 
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表１：「リーダーシップ」の指標（行動例）（県立学校）（１/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

１ 

【率先垂範でき

る力】 

教育を取り巻く

環境等の変化に

応じ、多様な意

見を受け止めつ

つ、学校づくり

や教育活動をリ

ードし、教職員

の模範となり、

リーダーシップ

を発揮し、学校

を動かし、支え、

発展させること

ができる 

 

 

 

○ 教育施策等

における今日

的課題につい

て情報を収集

し、グループ

業務と関連付

けて理解した

上で、課題解

決に向けた方

策を考え、実

践している。 

 

 

 

 

○ グループ業

務の課題を把

握し、解決に

向けて具体的

なしかけをす

るなど、リー

ダーシップを

発 揮 し て い

る。 

 

 

 

 

 

○ 公務員とし

ての義務（法

令遵守や秘密

の保持）と総

括教諭として

のグループを

統括するとい

う 自 覚 を 持

ち、仕事に取

り 組 ん で い

る。 

○ 教育施策等

における今日

的課題につい

て情報を収集

し、全てのグ

ループ業務と

関連付けて理

解した上で、

課題解決に向

けた方策を考

え、実践して

いる。 

 

 

 

○ 全てのグル

ープ業務の課

題を把握し、

解決に向けて

全てのグルー

プ業務を俯瞰

した視点から

総括教諭等に

指導・助言を

するなど、リ

ーダーシップ

を発揮してい

る。 

 

○ 公務員とし

ての義務（法

令遵守や秘密

の保持）と教

頭として校務

を整理すると

いう自覚を持

ち、仕事に取

り 組 ん で い

る。 

○ 教育施策等

における今日

的課題につい

て情報を収集

し、学校全体

の校務と関連

付けて理解し

た上で、課題

解決に向けた

方策を考え、

実 践 し て い

る。 

 

 

 

○ 学校全体の

校務の課題を

把握し、解決

に向けて学校

全体を俯瞰し

た視点から教

頭及び総括教

諭等に指導・

助言をするな

ど、リーダー

シップを発揮

している。 

 

 

○ 公務員とし

ての義務（法

令遵守や秘密

の保持）と副

校長として校

務を総合調整

するという自

覚を持ち、仕

事に取り組ん

でいる。 

○ 教育施策等

における今日

的課題につい

て情報を収集

し、学校全体

の校務と関連

付けて理解し

た上で、課題

解決に向けた

方策を考え、

発信するとと

もに、管理職

間で共有し実

践している。 

 

○ 学校全体の

校務の課題を

把握し、解決

に向けて副校

長及び教頭等

に具体的な指

示を出し、改

善に向け組織

的に取り組む

など、リーダ

ーシップを発

揮している。 

 

 

○ 公務員とし

ての義務（法

令遵守や秘密

の保持）と学

校の責任者と

しての自覚を

持ち、仕事に

取り組んでい

る。 
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表１：「リーダーシップ」の指標（行動例）（県立学校）（２/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

２ 

【統率し指導す

る力】 

教育者としての

高い倫理観と強

い使命感に基づ

くゆるぎない信

念 と 情 熱 を も

ち、「かながわ教

育ビジョン」の

理念を実現すべ

く、自らの学校

経営に対する明

確なビジョンを

示し、学校教育

目標の実現に向

けて教職員をま

とめ、指導がで

きる 

 

 

 

○ 教育者とし

ての倫理観や

使 命 感 を 持

ち、揺らぐこ

となく実行で

きる。 

 

 

 

 

 

○ 学校教育目

標を理解し、

その実現に向

けて、教育の質

的向上を図るた

め、グループ

業 務 を 通 じ

て、教職員を

ま と め て い

る。 

○ 教育者とし

ての倫理観や

使 命 感 を 持

ち、物事を見

極めた上で、

揺らぐことな

く 実 行 で き

る。 

 

 

 

○ 学校教育目

標を理解し、

その実現に向

けて、教育の質

的向上を図るた

め、全てのグ

ループ業務を

通じて、総括

教諭等に指導

をしている。 

○ 教育者とし

ての倫理観や

使 命 感 を 持

ち、物事をよ

く見極めた上

で、揺らぐこ

となく実行で

きる。 

 

 

 

○ 学校教育目

標を理解し、

その実現に向

けて、教育の質

的向上を図るた

め、学校全体

の校務を通じ

て、教頭及び

総括教諭等に

指導をしてい

る。 

○ 教育者とし

ての倫理観や

使 命 感 を 持

ち、学校の責

任者として、

物事をよく見

極めた上で、

揺らぐことな

く 実 行 で き

る。 

 

○ 自身の学校

経営方針を掲

げ、学校教育

目標を示し、

教育の質的向上

を図るため、学

校全体の校務

を通じて、副

校長及び教頭

等に指導をし

ている。 

３ 

【モチベーショ

ンを高め人材を

育成する力】 

チーム学校を支

える教職員個々

の多様性を尊重

し、同僚性を持

った集団づくり

ができるととも

に、一人ひとり

のキャリアプラ

ンを見通し、教

職員一人ひとり

の意欲向上・人

材育成に資する

指導・助言がで

きる 

 

 

 

○ グループ員

の個々の能力

や状況を把握

し、必要な情

報を教頭と共

有するととも

に、個々の立

場や事情を尊

重した助言を

している。 

 

 

○ グループ員

の能力を生か

した業務の分

担により、グ

ループ員の意

欲と能力の向

上を図ってい

る。 

○  教職員の

個々の能力や

状 況 を 把 握

し、必要な情

報を副校長と

共有するとと

もに、個々の

立場や事情を

尊 重 し た 指

導・助言をし

ている。 

 

○ 教職員の自

発性や創造性

を生かした適

切な指導・助

言をすること

で教職員の意

欲と能力の向

上を図ってい

る。 

○  教職員の

個々の能力や

状 況 を 把 握

し、必要な情

報を校長と共

有するととも

に、個々の立

場や事情を尊

重した指導・

助言をしてい

る。 

 

○ 教職員の自

発性や創造性

を生かした適

切な指導・助

言をすること

で教職員の意

欲と能力の向

上を図ってい

る。 

○  教職員の

個々の能力や

状 況 を 把 握

し、個々の立

場や事情を尊

重したキャリ

アプランを立

て る と と も

に、人材育成

の体制を構築

している。 

 

○ 教職員の資

質・能力を把

握した上で、

個々に応じた

キャリアプラ

ンを具体的に

示し、教職員

の意欲と能力

の向上を図っ

ている。 
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表２：「マネジメント」の指標（行動例）（県立学校）（１/２） 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

１ 

【組織を運営し

教職員を管理す

る力】 

教育を取り巻く

環境等の変化に

応じ、適切な組

織執行体制の構

築と教職員の管

理監督ができる 

 

 

○ 感染症の拡

大など、不測

の事態にも柔

軟に対応し、

管理職に指示

を仰ぎながら

グループ業務

を見直してい

る。 

 

 

○ グループ業

務の処理状況

を把握し、グ

ループ員が能

力を発揮でき

るよう統括し

ている。 

○ 感染症の拡

大など、不測

の事態にも柔

軟に対応し、

必要な情報を

収 集 し た 上

で、全てのグ

ループ業務を

見 直 し て い

る。 

 

○ 全てのグル

ープ業務の処

理状況を把握

し、教職員が

能力を発揮で

きるよう管理

す る と と も

に、法令等の

根拠に基づく

服務管理を行

っている。 

○ 感染症の拡

大など、不測

の事態にも柔

軟に対応し、

必要な情報を

収 集 し た 上

で、学校全体

の校務を見直

している。 

 

 

○ 学校全体の

校務の状況を

把握し、教職

員が能力を発

揮できるよう

管理するとと

もに、服務管

理が適切に行

われるよう教

頭に助言して

いる。 

○ 感染症の拡

大など、不測

の事態にも柔

軟に対応し、

学校全体の校

務を見直し、

組織体制の最

適化を図って

いる。 

 

 

○ 学校の責任

者として、校

務をつかさど

り、組織力を

最大限に発揮

できるよう監

督している。 

２ 

【地域と協力し

学校を運営する

力】 

開かれた学校づ

くりに向け、保

護者や地域の方

の意見を把握す

るとともに、学

校に対する要望

の実現に向けて

努力ができる 

 

 

○ 保護者や地

域などのニー

ズを踏まえ、

グループ業務

の改善・向上

に資する情報

を的確に収集

している。 

 

 

 

○ 収集した情

報を基に、グ

ループ業務に

生かす方策を

考え、教頭に

具 申 し て い

る。 

○ 保護者や地

域などのニー

ズを踏まえ、

全てのグルー

プ 業 務 の 改

善・向上に資

する情報を的

確に収集し、

整 理 し て い

る。 

 

○ 収集、整理

した情報を基

に、学校運営

に生かす方策

を考え、副校

長に具申して

いる。 

○ 保護者や地

域などのニー

ズを踏まえ、

学校全体の校

務の改善・向

上に資する情

報を的確に収

集し、整理し

ている。 

 

 

○ 収集、整理

した情報を基

に、学校運営

に生かす方策

を考え、校長

に具申してい

る。 

○ 保護者や地

域などのニー

ズを踏まえ、

学校全体の校

務の改善・向

上に資する情

報を的確に収

集し、整理し、

発 信 し て い

る。 

 

○ 収集、整理

した情報や具

申を基に、学

校運営に反映

できるよう具

体的な方策を

考え、担当部

署に適切な指

示を出してい

る。 
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表２：「マネジメント」の指標（行動例）（県立学校）（２/２） 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

３ 

【リスクを予防

し不測の事態に

対応する力】 

学校事故や教職

員の不祥事の未

然防止に努める

とともに、不測

の事態に対して

は自ら判断し、

リーダーシップ

をもって迅速か

つ適切に、そし

て組織的に対応

ができる 

 

 

○ 日頃よりグ

ループ員にグ

ループ業務に

関する事故や

不祥事につい

て注意喚起し

ている。 

 

 

 

○ 不測の事態

に対しては、

状 況 を 把 握

し、具体的な

対処方法を考

え、教頭に具

申している。 

○ 日頃より教

職員に事故や

不祥事につい

て注意喚起す

るとともに、

教職員の言動

を把握し、必

要な指導をし

ている。 

 

○ 不測の事態

に対しては、

情報を正確に

把握し、具体

的な解決策を

考え、副校長

に具申すると

ともに、教職

員には必要な

対応を指示す

るなど、迅速

に対応してい

る。 

○ 日頃より教

職員に事故や

不祥事につい

て注意喚起す

るとともに、

教職員の言動

を把握し、必

要な指導をし

ている。 

 

○ 不測の事態

に対しては、

情報を正確に

把握し、具体

的な解決策を

考え、校長に

具申するとと

もに、教職員

には必要な対

応を指示する

など、迅速に

対 応 し て い

る。 

○ 日頃より教

職員に事故や

不祥事につい

て注意喚起す

るとともに、

未然防止に向

けた指導体制

を構築してい

る。 

 

○ 不測の事態

に対しては、

収集した情報

と 具 申 を基

に、学校とし

ての最良の解

決策を考え、

副校長、教頭

に必要な対応

を指示するな

ど、迅速に対

応している。 

４ 

【将来に向けて

学校運営を改善

し、発展させる

力】 

適正な学校評価

の実施に努め、

評価結果を踏ま

え、将来に向け

て学校運営を改

善し、発展させ

ることができる 

 

○ 学校教育目

標の実現に向

けて、定期的

にグループ業

務の進捗状況

を把握し、必

要な見直しを

図っている。 

 

 

 

○ 評価結果を

踏まえ、グル

ープ業務の課

題 を 洗 い 出

し、解決に向

けた手立てを

考え、取り組

んでいる。 

○ 学校教育目

標の実現に向

けて、定期的

に全てのグル

ープ業務の進

捗状況を把握

し、必要な見

直しを図って

いる。 

 

 

○ 評価結果を

踏まえ、全て

のグループ業

務の課題を把

握し、解決に

向けた手立て

を考え、取り

組んでいる。 

○ 学校教育目

標の実現に向

けて、定期的

に学校全体の

校務の進捗状

況を把握し、

必要な見直し

を 図 っ て い

る。 

 

 

○ 評価結果を

踏まえ、学校

全体の校務の

課題の原因を

究明し、解決

に向けた手立

てを考え、取

り 組 ん で い

る。 

○ 学校教育目

標の周知に努

め る と と も

に、その実現

に向け、校務

を つ か さ ど

り、副校長、教

頭に具体的な

指示や助言を

行っている。 

 

○ 評価結果を

踏まえ、学校

の責任者とし

て、全ての課

題を俯瞰的に

把握し、整理

した上で、学

校教育目標を

設定し、組織

的に改善し、

学校を発展さ

せている。 
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表３：「リーダーシップ」の指標（行動例）（市町村立学校）（１/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 校長職 

１ 

【率先垂範でき

る力】 

教育を取り巻く

環境等の変化に

応じ、多様な意

見を受け止めつ

つ、学校づくり

や教育活動をリ

ードし、教職員

の模範となり、

リーダーシップ

を発揮し、学校

を動かし、支え、

発展させること

ができる 

 

 

 

○ 教育施策等にお

ける今日的課題に

ついて情報を収集

し、グループ業務と

関連付けて理解し

た上で、課題解決に

向けた方策を考え、

実践している。 

 

 

 

○ グループ業務の

課題を把握し、解決

に向けて具体的な

しかけをするなど、

リーダーシップを

発揮している。 

 

 

 

○ 公務員としての

義務（法令遵守や秘

密の保持）と総括教

諭としてのグルー

プを統括するとい

う自覚を持ち、仕事

に取り組んでいる。 

○ 教育施策等にお

ける今日的課題に

ついて情報を収集

し、学校全体の校務

と関連付けて理解

した上で、課題解決

に向けた方策を考

え、実践している。 

 

 

 

○ 学校全体の校務

の課題を把握し、解

決に向けて学校全

体を俯瞰した視点

から総括教諭等に

指導・助言をするな

ど、リーダーシップ

を発揮している。 

 

○ 公務員としての

義務（法令遵守や秘

密の保持）と教頭と

して校務を整理す

るという自覚を持

ち、仕事に取り組ん

でいる。 

○ 教育施策等にお

ける今日的課題に

ついて情報を収集

し、学校全体の校務

と関連付けて理解

した上で、課題解決

に向けた方策を考

え、発信するととも

に、管理職間で共有

し実践している。 

 

○ 学校全体の校務

の課題を把握し、解

決に向けて教頭等

に具体的な指示を

出し、改善に向け組

織的に取り組むな

ど、リーダーシップ

を発揮している。 

 

○ 公務員としての

義務（法令遵守や秘

密の保持）と学校の

責任者としての自

覚を持ち、仕事に取

り組んでいる。 
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表３：「リーダーシップ」の指標（行動例）（市町村立学校）（２/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 校長職 

２ 

【統率し指導す

る力】 

教育者としての

高い倫理観と強

い使命感に基づ

くゆるぎない信

念 と情熱 をも

ち、「かながわ教

育ビジョン」の

理念を実現すべ

く、自らの学校

経営に対する明

確なビジョンを

示し、学校教育

目標の実現に向

けて教職員をま

とめ、指導がで

きる 

 

 

 

○ 教育者としての

倫理観や使命感を

持ち、揺らぐことな

く実行できる。 

 

 

 

 

○ 学校教育目標を

理解し、その実現に

向けて、教育の質的

向上を図るため、グ

ループ業務を通じ

て、教職員をまとめ

ている。 

○ 教育者としての

倫理観や使命感を

持ち、物事をよく見

極めた上で、揺らぐ

ことなく実行でき

る。 

 

 

○ 学校教育目標を

理解し、その実現に

向けて、教育の質的

向上を図るため、学

校全体の校務を通

じて、総括教諭等に

指導をしている。 

○ 教育者としての

倫理観や使命感を

持ち、学校の責任者

として、物事をよく

見極めた上で、揺ら

ぐことなく実行で

きる。 

 

○ 自身の学校経営

方針を掲げ、学校教

育目標を示し、教育

の質的向上を図る

ため、学校全体の校

務を通じて、教頭等

に指導をしている。 

３ 

【モチベーショ

ンを高め人材を

育成する力】 

チーム学校を支

える教職員個々

の多様性を尊重

し、同僚性を持

った集団づくり

ができるととも

に、一人ひとり

のキャリアプラ

ンを見通し、教

職員一人ひとり

の意欲向上・人

材育成に資する

指導・助言がで

きる 

 

 

 

○ グループ員の

個々の能力や状況

を把握し、必要な情

報を教頭と共有す

るとともに、個々の

立場や事情を尊重

した助言をしてい

る。 

 

○ グループ員の能

力を生かした業務

の分担により、グル

ープ員の意欲と能

力の向上を図って

いる。 

○ 教職員の個々の

能力や状況を把握

し、必要な情報を校

長と共有するとと

もに、個々の立場や

事情を尊重した指

導・助言をしてい

る。 

 

○ 教職員の自発性

や創造性を生かし

た適切な指導・助言

をすることで教職

員の意欲と能力の

向上を図っている。 

○ 教職員の個々の

能力や状況を把握

し、個々の立場や事

情を尊重したキャ

リアプランを立て

るとともに、人材育

成の体制を構築し

ている。 

 

○ 教職員の資質・能

力を把握した上で、

個々に応じたキャ

リアプランを具体

的に示し、教職員の

意欲と能力の向上

を図っている。 
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表４：「マネジメント」の指標（行動例）（市町村立学校）（１/２） 

 

 

 

 

 

 

 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 校長職 

１ 

【組織を運営し

教職員を管理す

る力】 

教育を取り巻く

環境等の変化に

応じ、適切な組織

執行体制の構築

と教職員の管理

監督ができる 

 

 

○ 感染症の拡大な

ど、不測の事態にも

柔軟に対応し、管理

職に指示を仰ぎな

がらグループ業務

を見直している。 

 

○ グループ業務の

処理状況を把握し、

グループ員が能力

を発揮できるよう

統括している。 

○ 感染症の拡大な

ど、不測の事態にも

柔軟に対応し、必要

な情報を収集した

上で、学校全体の校

務を見直している。 

 

○ 学校全体の校務

の状況を把握し、教

職員が能力を発揮

できるよう管理す

るとともに、法令等

の根拠に基づく服

務管理を行ってい

る。 

○ 感染症の拡大な

ど、不測の事態にも

柔軟に対応し、学校

全体の校務を見直

し、組織体制の最適

化を図っている。 

 

○ 学校の責任者と

して、校務をつかさ

どり、組織力を最大

限に発揮できるよ

う監督している。 

２ 

【地域と協力し

学校を運営する

力】 

開かれた学校づ

くりに向け、保護

者や地域の方の

意見を把握する

とともに、学校に

対する要望の実

現に向けて努力

ができる 

 

 

○ 保護者や地域な

どのニーズを踏ま

え、グループ業務の

改善・向上に資する

情報を的確に収集

している。 

 

 

○ 収集した情報を

基に、グループ業務

に生かす方策を考

え、教頭に具申して

いる。 

○ 保護者や地域な

どのニーズを踏ま

え、学校全体の校務

の改善・向上に資す

る情報を的確に収

集し、整理してい

る。 

 

○ 収集、整理した情

報を基に、学校運営

に生かす方策を考

え、校長に具申して

いる。 

○ 保護者や地域な

どのニーズを踏ま

え、学校全体の校務

の改善・向上に資す

る情報を的確に収

集し、整理し、発信

している。 

 

○ 収集、整理した情

報や具申を基に、学

校運営に反映でき

るよう具体的な方

策を考え、担当部署

に適切な指示を出

している。 



12 

 

表４：「マネジメント」の指標（行動例）（市町村立学校）（２/２） 

 

 

 

 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 校長職 

３ 

【リスクを予防

し不測の事態に

対応する力】 

学校事故や教職

員の不祥事の未

然防止に努める

とともに、不測の

事態に対しては

自ら判断し、リー

ダーシップをも

って迅速かつ適

切に、そして組織

的に対応ができ

る 

 

○ 日頃よりグルー

プ員にグループ業

務に関する事故や

不祥事について注

意喚起している。 

 

 

 

○ 不測の事態に対

しては、状況を把握

し、具体的な対処方

法を考え、教頭に具

申している。 

○ 日頃より教職員

に事故や不祥事に

ついて注意喚起す

るとともに、教職員

の言動を把握し、必

要な指導をしてい

る。 

 

○ 不測の事態に対

しては、情報を正確

に把握し、具体的な

解決策を考え、校長

に具申するととも

に、教職員には必要

な対応を指示する

など、迅速に対応し

ている。 

○ 日頃より教職員

に事故や不祥事に

ついて注意喚起す

るとともに、未然防

止に向けた指導体

制を構築している。 

 

 

○ 不測の事態に対

しては、収集した情

報と具申を基に、学

校としての最良の

解決策を考え、教頭

に必要な対応を指

示するなど、迅速に

対応している。 

４ 

【将来に向けて

学校運営を改善

し、発展させる

力】 

適正な学校評価

の実施に努め、評

価結果を踏まえ、

将来に向けて学

校運営を改善し、

発展させること

ができる 

 

○ 学校教育目標の

実現に向けて、定期

的にグループ業務

の進捗状況を把握

し、必要な見直しを

図っている。 

 

 

○ 評価結果を踏ま

え、グループ業務の

課題を洗い出し、解

決に向けた手立て

を考え、取り組んで

いる。 

○ 学校教育目標の

実現に向けて、定期

的に学校全体の校

務の進捗状況を把

握し、必要な見直し

を図っている。 

 

 

○ 評価結果を踏ま

え、学校全体の校務

の課題の原因を究

明し、解決に向けた

手立てを考え、取り

組んでいる。 

○ 学校教育目標の

周知に努めるとと

もに、その実現に向

け、校務をつかさど

り、教頭に具体的な

指示や助言を行っ

ている。 

 

○ 評価結果を踏ま

え、学校の責任者と

して、全ての課題を

俯瞰的に把握し、整

理した上で、学校教

育目標を設定し、組

織的に改善し、学校

を発展させている。 
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３ 管理職育成の手立て 

 

（１）基本的な考え方 

   人事異動により幅広い経験を積み重ねる中で、管理職育成研修及びＯＪＴの実施

により、各職位に求められる資質・能力を育成する。また、管理職登用にあたって

は、教頭候補者選考試験や人材アセスメント等を実施し、各職位に求められる資質・

能力を有する人材を確保する。 

 

（２）管理職育成研修及びＯＪＴ 

各職位において指定の管理職育成研修を実施する。また、ＯＪＴを通して、求め

られる資質・能力が育成されたかどうか、その状況を分析し、必要に応じて研修を

再受講することで着実に資質・能力を育成する。 

 

ア 管理職育成研修 

職位と経験年数に応じて実施されている現在の管理職等研修について、各職位

に求められる「リーダーシップ」と「マネジメント」を育成するための研修を、

「リーダーシップⅠ、Ⅱ、Ⅲ」や「カリキュラム指導Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」などに整理し

て体系化し、それぞれに必要な研修を実施する。 
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表５：「リーダーシップ」の管理職育成研修体系（県立学校）（1/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

１ 

【率先垂範でき

る力】 

教育を取り巻く

環境等の変化に

応じ、多様な意

見を受け止めつ

つ、学校づくり

や教育活動をリ

ードし、教職員

の模範となり、

リーダーシップ

を発揮し、学校

を動かし、支え、

発展させること

ができる 

 

 

 

 

 

リーダーシップⅠ リーダーシップⅡ-１ リーダーシップⅡ-２ リーダーシップⅢ 

○ グループを

統括する視点

から、組織的、

機動的な学校

運営の在り方

を学ぶととも

に、グループ

においてリー

ダーシップを

発揮する方法

等を学ぶ。 

○ 全てのグル

ープを管理す

る視点から、

学校経営の在

り方について

学 ぶ と と も

に、校長の学

校経営を補佐

し、校務を整

理する方法等

を学ぶ。 

○ 学校全体の

校務を管理す

る視点から、

学校経営の在

り方について

学 ぶ と と も

に、校長の学

校経営を補佐

し、校務を総

合調整する方

法等を学ぶ。 

○ 学校経営の

責任者の視点

から、魅力あ

る学校づくり

について学ぶ

とともに、よ

り高度で幅広

い視点からリ

ーダーシップ

を発揮する方

法等を学ぶ。 

（具体的な講義名※） 

・総括教諭とし

ての取組 

（具体的な講義名） 

・教頭の職務 

・教頭に期待す

ること 

（具体的な講義名） 

・副校長の職務 

・副校長に期待

すること 

（具体的な講義名） 

・校長の職務 

・校長に期待す

ること 

２ 

【統率し指導す

る力】 

教育者としての

高い倫理観と強

い使命感に基づ

くゆるぎない信

念 と 情 熱 を も

ち、「かながわ教

育ビジョン」の

理念を実現すべ

く、自らの学校

経営に対する明

確なビジョンを

示し、学校教育

目標の実現に向

けて教職員をま

とめ、指導がで

きる 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム指導Ⅰ カリキュラム指導Ⅱ-１ カリキュラム指導Ⅱ-２ カリキュラム指導Ⅲ 

○ グループを

統括する視点

から、「チーム

と し て の 学

校」の意義を

学 ぶ と と も

に、学校教育

目標の実現に

向けて、グル

ープ員をまと

め、率いる方

法等を学ぶ。 

○ 全てのグル

ープを管理す

る視点から、

「チームとし

ての学校」の

意義を学ぶと

ともに、学校

教育目標の実

現に向けて、

教職員をまと

め、指導する

方 法 等 を 学

ぶ。 

○ 学校全体の

校務を管理す

る視点から、

「チームとし

ての学校」の

意義を学ぶと

ともに、学校

教育目標の実

現に向けて、

教職員をまと

め、指導する

方 法 等 を 学

ぶ。 

○ 学校経営の

責任者の視点

から、「チーム

と し て の 学

校」の意義を

学 ぶ と と も

に、学校教育

目標の実現に

向けて、ビジ

ョンを明確に

し、教職員を

統率する方法

等を学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・かながわの教

育施策 

（具体的な講義名） 

・カリキュラ

ム・マネジメ

ントと授業改

善 

（具体的な講義名） 

・カリキュラ

ム・マネジメ

ント 

（具体的な講義名） 

・校長のリーダ

ーシップと学

校経営 

 ※ 具体的な講義名は、令和２年度の研修講義を内容的な視点からあてはめたもの

（講義名については、適宜、変更する）。 
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表５：「リーダーシップ」の管理職育成研修体系（県立学校）（２/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

３ 

【モチベーショ

ンを高め人材を

育成する力】 

チーム学校を支

える教職員個々

の多様性を尊重

し、同僚性を持

った集団づくり

ができるととも

に、一人ひとり

のキャリアプラ

ンを見通し、教

職員一人ひとり

の意欲向上・人

材育成に資する

指導・助言がで

きる 

 

 

 

 

 

 

キャリア指導Ⅰ キャリア指導Ⅱ-１ キャリア指導Ⅱ-２ キャリア指導Ⅲ 

○ グループを

統括する視点

から、グルー

プ内の人材育

成の意義を学

ぶとともに、

グループ員の

意欲向上と人

材育成に資す

る指導・助言

の方法等を学

ぶ。 

○ 全てのグル

ープを管理す

る視点から、

教職員の人材

育成の意義を

学 ぶ と と も

に、教職員一

人ひとりの意

欲向上と人材

育成に資する

指導・助言の

方 法 等 を 学

ぶ。 

○ 学校全体の

校務を管理す

る視点から、

教職員の人材

育成の意義を

学 ぶ と と も

に、教職員一

人ひとりの意

欲向上と人材

育成に資する

指導・助言の

方 法 等 を 学

ぶ。 

○ 学校経営の

責任者の視点

から、教職員

の人材育成の

意義を学ぶと

ともに、民間

企業などの人

材育成の実践

例 等 を 参 考

に、人材育成

の方法等につ

いて学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・グループリー

ダーとしての

人材育成 

（具体的な講義名） 

・職場における

人材育成 

（具体的な講義名） 

・副校長の人材

育成～管理職

を育成する～ 

（具体的な講義名） 

・民間企業の人

材育成 
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表６：「マネジメント」の管理職育成研修体系（県立学校）（１/２） 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

１ 

【組織を運営し

教職員を管理す

る力】 

教育を取り巻く

環境等の変化に

応じ、適切な組織

執行体制の構築

と教職員の管理

監督ができる 

 

 

 

 

 

組織マネジメントⅠ 組織マネジメントⅡ-１ 組織マネジメントⅡ-２ 組織マネジメントⅢ 

○ グループを

統括する視点

から、変化に

応じた組織執

行体制の構築

の重要性を学

ぶとともに、グ

ループ員をま

とめる手法等

を学ぶ。 

○ 全てのグル

ープを管理す

る視点から、

変化に応じた

組織執行体制

の構築の重要

性を学ぶととも

に、教職員を

管理する手法

等を学ぶ。 

○ 学校全体の

校務を管理す

る視点から、

変化に応じた

組織執行体制

の構築の重要

性を学ぶととも

に、教職員を

管理する手法

等を学ぶ。 

○ 学校経営の

責任者の視点

から、変化に

応じた組織執

行体制の構築

の重要性を学

ぶとともに、教

職員を監督す

る手法等を学

ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校組織マネ

ジメント入門 

（具体的な講義名） 

・学校組織マネ

ジメントにお

ける教頭の役

割 

（具体的な講義名） 

・学校組織マネ

ジメントと学

校評価 

（具体的な講義名） 

・学校組織マネ

ジメント 

２ 

【地域と協力し

学校を運営する

力】 

開かれた学校づ

くりに向け、保護

者や地域の方の

意見を把握する

とともに、学校に

対する要望の実

現に向けて努力

ができる 

 

 

 

校外マネジメントⅠ 校外マネジメントⅡ-１ 校外マネジメントⅡ-２ 校外マネジメントⅢ 

○ グループを

統括する視点

から、保護者

や地域の方の

意見を把握す

ることの重要

性を学ぶととも

に、グループ

業務を通じて

学校に対する

要望の実現に

向けた方策等

を学ぶ。 

○ 全てのグル

ープを管理す

る視点から、

保護者や地域

の方の意見を

把握すること

の重要性を学

ぶとともに、全

てのグループ

業務を通じて

学校に対する

要望を実現す

る方策等を学

ぶ。 

○ 学校全体の

校務を管理す

る視点から、

保護者や地域

の方の意見を

把握すること

の重要性を学

ぶとともに、学

校全体の校務

を通じて学校

に対する要望

を実現する方

策等を学ぶ。 

○ 学校経営の

責任者の視点

から、保護者

や地域の方の

意見を把握す

ることの重要

性を学ぶととも

に、学校に対

する要望を魅

力ある学校づ

くりと併せて

実現する方策

等を学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校運営の改

善と充実に向

けて 

（具体的な講義名） 

・コミュニテ

ィ・スクール 

（具体的な講義名） 

・活力と魅力あ

る学校づくり 

（具体的な講義名） 

・これからの学

校組織マネジ

メントの在り

方 
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表６：「マネジメント」の管理職育成研修体系（県立学校）（２/２） 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 副校長職 校長職 

３ 

【リスクを予防

し不測の事態に

対応する力】 

学校事故や教職

員の不祥事の未

然防止に努める

とともに、不測

の事態に対して

は自ら判断し、

リーダーシップ

をもって迅速か

つ適切に、そし

て組織的に対応

ができる 

 

 

リスクマネジメントⅠ リスクマネジメントⅡ-１ リスクマネジメントⅡ-２ リスクマネジメントⅢ 

○ グループを

統括する視点

から、事故・

不祥事の未然

防止の重要性

を学ぶととも

に、未然防止

の方策や不測

の事態に対す

る対処法等を

学ぶ。 

○ 全てのグル

ープを管理す

る視点から、

事故・不祥事

の未然防止の

重要性を学ぶ

とともに、未

然防止の方策

や不測の事態

に対する対処

法等を学ぶ。 

○ 学校全体の

校務を管理す

る視点から、

事故・不祥事

の未然防止の

重要性を学ぶ

とともに、未

然防止の方策

や不測の事態

に対する対処

法等を学ぶ。 

○ 学校経営の

責任者の視点

から、事故・

不祥事の未然

防止の重要性

を学ぶととも

に、未然防止

の方策や不測

の事態に対す

る対処法等を

学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校の不祥事

防止に向けた

今日的な課題 

（具体的な講義名） 

・不祥事防止に

向けた校内研

修 

（具体的な講義名） 

・学校の危機管       

理 

（具体的な講義名） 

・学校における

リスクマネジ

メント 

４ 

【将来に向けて

学校運営を改善

し、発展させる

力】 

適正な学校評価

の実施に努め、

評価結果を踏ま

え、将来に向け

て学校運営を改

善し、発展させ

ることができる 

 

 

 

 

校内マネジメントⅠ 校内マネジメントⅡ-１ 校内マネジメントⅡ-２ 校内マネジメントⅢ 

○ 今後の学校

運営の改善と

発展につなげ

るため、グル

ープを統括す

る視点から、

学校評価をグ

ループ業務に

生かす方法等

を学ぶ。 

○ 今後の学校

運営の改善と

発展につなげ

るため、全て

のグループを

管理する視点

から、学校評

価を全てのグ

ループ業務に

生かす方法等

を学ぶ。 

○ 今後の学校

運営の改善と

発展につなげ

るため、学校

全体の校務を

管理する視点

から、学校評

価を学校全体

の校務に生か

す方法等を学

ぶ。 

○ 今後の学校

運営の改善と

発展につなげ

るため、学校

経営の責任者

の視点から、

学校評価を学

校のビジョン

に生かす方法

等を学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校評価を活

用した学校経

営 

（具体的な講義名） 

・学校評価シス

テム 

（具体的な講義名） 

・学校評価と学

校経営 

（具体的な講義名） 

・経験者から学 

ぶ 
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表７：「リーダーシップ」の管理職育成研修体系（市町村立学校）（1/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 校長職 

１ 

【率先垂範できる

力】 

教育を取り巻く環境

等の変化に応じ、多

様な意見を受け止め

つつ、学校づくりや

教育活動をリード

し、教職員の模範と

なり、リーダーシッ

プを発揮し、学校を

動かし、支え、発展さ

せることができる 

 

 

リーダーシップⅠ リーダーシップⅡ リーダーシップⅢ 

○ グループを統括

する視点から、組

織的、機動的な学

校運営の在り方を

学ぶとともに、グ

ループにおいてリ

ーダーシップを発

揮する方法等を学

ぶ。 

○ 学校全体の校務

を管理する視点か

ら、学校経営の在

り方について学ぶ

とともに、校長の

学校経営を補佐

し、校務を整理す

る方法等を学ぶ。 

○ 学校経営の責任

者の視点から、魅

力ある学校づくり

について学ぶとと

もに、より高度で

幅広い視点からリ

ーダーシップを発

揮する方法等を学

ぶ。 

（具体的な講義名） 

・総括教諭としての

取組 

（具体的な講義名） 

・教頭の職務 

（具体的な講義名） 

・校長の職務 

２ 

【統率し指導する

力】 

教育者としての高い

倫理観と強い使命感

に基づくゆるぎない

信念と情熱をもち、

「かながわ教育ビジ

ョン」の理念を実現

すべく、自らの学校

経営に対する明確な

ビジョンを示し、学

校教育目標の実現に

向けて教職員をまと

め、指導ができる 

 

 

カリキュラム指導Ⅰ カリキュラム指導Ⅱ カリキュラム指導Ⅲ 

○ グループを統括

する視点から、「チ

ームとしての学

校」の意義を学ぶ

とともに、学校教

育目標の実現に向

けて、グループ員

をまとめ、率いる

方法等を学ぶ。 

○ 学校全体の校務

を管理する視点か

ら、「チームとして

の学校」の意義を

学ぶとともに、学

校教育目標の実現

に向けて、教職員

をまとめ、指導す

る方法等を学ぶ。 

○ 学校経営の責任

者の視点から、「チ

ームとしての学

校」の意義を学ぶ

とともに、学校教

育目標の実現に向

けて、ビジョンを

明確にし、教職員

を統率する方法等

を学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・かながわの教育施 

策 

（具体的な講義名） 

・カリキュラム・マ

ネジメントと授業

改善 

（具体的な講義名） 

・カリキュラム・マ

ネジメント 
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表７：「リーダーシップ」の管理職育成研修体系（市町村立学校）（２/２） 

「リーダーシップ」 総括教諭職 教頭職 校長職 

３ 

【モチベーションを

高め人材を育成する

力】 

チーム学校を支える

教職員個々の多様性

を尊重し、同僚性を

持った集団づくりが

できるとともに、一

人ひとりのキャリア

プランを見通し、教

職員一人ひとりの意

欲向上・人材育成に

資する指導・助言が

できる 

 

キャリア指導Ⅰ キャリア指導Ⅱ キャリア指導Ⅲ 

○ グループを統括

する視点から、グ

ループ内の人材育

成の意義を学ぶと

ともに、グループ

員の意欲向上と人

材育成に資する指

導・助言の方法等

を学ぶ。 

○ 学校全体の校務

を管理する視点か

ら、教職員の人材

育成の意義を学ぶ

とともに、教職員

一人ひとりの意欲

向上と人材育成に

資する指導・助言

の方法等を学ぶ。 

○ 学校経営の責任

者の視点から、教

職員の人材育成の

意義を学ぶととも

に、民間企業など

の人材育成の実践

例等を参考に、人

材育成の方法等に

ついて学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・メンタリングを学

ぶ 

（具体的な講義名） 

・教職員のメンタル

ヘルス 

（具体的な講義名） 

・リーダーシップと

マネジメント～民

間企業に学ぶ 
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表８：「マネジメント」の管理職育成研修体系（市町村立学校）（１/２） 

 

 

 

 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 校長職 

１ 

【組織を運営し教

職員を管理する力】 

教育を取り巻く環

境等の変化に応じ、

適切な組織執行体

制の構築と教職員

の管理監督ができ

る 

組織マネジメントⅠ 組織マネジメントⅡ 組織マネジメントⅢ 

○ グループを統括

する視点から、変

化に応じた組織執

行体制の構築の重

要性を学ぶととも

に、グループ員を

まとめる手法等を

学ぶ。 

○ 学校全体の校務

を管理する視点か

ら、変化に応じた

組織執行体制の構

築の重要性を学ぶ

とともに、教職員

を管理する手法等

を学ぶ。 

○ 学校経営の責任

者の視点から、変

化に応じた組織執

行体制の構築の重

要性を学ぶととも

に、教職員を監督

する手法等を学

ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校運営組織と総

括教諭 

（具体的な講義名） 

・学校組織マネジメ

ントにおける教頭

の役割 

（具体的な講義名） 

・学校組織マネジメ

ントと学校評価 

２ 

【地域と協力し学

校を運営する力】 

開かれた学校づく

りに向け、保護者や

地域の方の意見を

把握するとともに、

学校に対する要望

の実現に向けて努

力ができる 

校外マネジメントⅠ 校外マネジメントⅡ 校外マネジメントⅢ 

○ グループを統括

する視点から、保

護者や地域の方の

意見を把握するこ

との重要性を学ぶ

とともに、グルー

プ業務を通じて学

校に対する要望の

実現に向けた方策

等を学ぶ。 

○ 学校全体の校務

を管理する視点か

ら、保護者や地域

の方の意見を把握

することの重要性

を学ぶとともに、

学校全体の校務を

通じて学校に対す

る要望を実現する

方策等を学ぶ。 

○ 学校経営の責任

者の視点から、保

護者や地域の方の

意見を把握するこ

との重要性を学ぶ

とともに、学校に

対する要望を魅力

ある学校づくりと

併せて実現する方

策等を学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・かながわの教育施 

策（コミュニティ・

スクール） 

（具体的な講義名） 

・保護者・地域との連

携 

（具体的な講義名） 

・コミュニティ・スク

ール 
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表８：「マネジメント」の管理職育成研修体系（市町村立学校）（２/２） 

「マネジメント」 総括教諭職 教頭職 校長職 

３ 

【リスクを予防し

不測の事態に対応

する力】 

学校事故や教職員

の不祥事の未然防

止に努めるととも

に、不測の事態に対

しては自ら判断し、

リーダーシップを

もって迅速かつ適

切に、そして組織的

に対応ができる 

リスクマネジメントⅠ リスクマネジメントⅡ リスクマネジメントⅢ 

○ グループを統括

する視点から、事

故・不祥事の未然

防止の重要性を学

ぶとともに、未然

防止の方策や不測

の事態に対する対

処法等を学ぶ。 

○ 学校全体の校務

を管理する視点か

ら、事故・不祥事の

未然防止の重要性

を学ぶとともに、

未然防止の方策や

不測の事態に対す

る対処法等を学

ぶ。 

○ 学校経営の責任

者の視点から、事

故・不祥事の未然

防止の重要性を学

ぶとともに、未然

防止の方策や不測

の事態に対する対

処法等を学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校運営組織と総

括教諭 

（具体的な講義名） 

・県の不祥事の現状

から学ぶ 

（具体的な講義名） 

・学校の危機管理と

スクール・コンプ

ライアンス 

４ 

【将来に向けて学

校運営を改善し、発

展させる力】 

適正な学校評価の

実施に努め、評価結

果を踏まえ、将来に

向けて学校運営を

改善し、発展させる

ことができる 

校内マネジメントⅠ 校内マネジメントⅡ 校内マネジメントⅢ 

○ 今後の学校運営

の改善と発展につ

なげるため、グル

ープを統括する視

点から、学校評価

をグループ業務に

生かす方法等を学

ぶ。 

○ 今後の学校運営

の改善と発展につ

なげるため、学校

全体の校務を管理

する視点から、学

校評価を学校全体

の校務に生かす方

法等を学ぶ。 

○ 今後の学校運営

の改善と発展につ

なげるため、学校

経営の責任者の視

点から、学校評価

を学校のビジョン

に生かす方法等を

学ぶ。 

（具体的な講義名） 

・学校運営組織と総

括教諭 

（具体的な講義名） 

・経営研究協議 

（具体的な講義名） 

・経営研究協議 
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イ ＯＪＴ 

 

  (ア) 職場実践 

管理職育成研修で学んだ内容を日常の校務の中で実践するとともに振り返

りを行い、積極的に上位職等に指導・助言を求め、自らの資質・能力の把握や

一層の資質・能力の育成を図る。 

 

(イ) 上位職等からの指導・助言 

上位職等は日常の教務・生徒指導等の様々なグループ業務の中で積極的・計

画的に指導・助言を行い、本人の資質・能力の向上を促すとともに、教職員人

事評価システム※の面接等を活用して指導・助言を行う。 

 

・自己目標設定時の面接 

個々の教職員の資質・能力を見極め、資質・能力に応じた適切な自己目標

を設定させ、達成に向けた具体的な方策について指導・助言を行う。 

 

・人事評価結果開示の際の面接 

本人とともに１年間の実践の振り返りを行い、今後のキャリアプランに

ついて指導・助言を行う。 

 

※ 教職員人事評価システム 

： 教職員の能力や適性を客観的に把握し、教育的力量の向上や、校内組織の

活性化に向けた人材活用を通じて、教職員の人材育成や能力開発を行う仕組

み。 

評価対象者は、年度当初に学校目標等を踏まえて自己目標を設定して職務

に取り組み、評価者は、年度末にその達成状況やプロセス等を評価する。 
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（３）人事異動を通じた人材育成 

様々なタイプの学校や行政機関への人事異動、校種間交流や政令市等の学校と

の交流派遣をはじめ、教職大学院や民間企業等への派遣など、様々な環境での経

験を積み重ね、多様な視点から管理職に求められる資質・能力を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）管理職登用について 

管理職の登用にあたって、勤務実績や人事評価に加え、登用する職に応じた試験

等を実施し、各職位に求められる資質・能力を有する人材を確保する。また、総括

教諭等の段階から意識の醸成を図り、管理職への若手登用を推進する。 

 

ア 教頭候補者選考試験 

 教頭への登用にあたり、学校経営に携わる管理職として求められる資質・能力

の有無を検証するため、適性評価、論文、集団討議及び個人面接による教頭候補

者選考試験を実施する。 

 なお、令和２年度からは、これまでの公募制に加えて、所属長等が教頭職に求

められる資質・能力等を有していると判断できる者を、直接、推薦する制度を導

入し、教頭の登用について複線化を図っている。 

 

 

図１：管理職育成の手立て 

 

    

    

  

 

○総合教育センター 

管理職育成研修 

○連携大学※ 

外部機関が実施する研修 

○民間企業 

短期民間企業派遣 

(ア)職場実践 
(イ)上位職等から

の指導・助言 

ア 管理職育成研修 イ ＯＪＴ 

 
様々なタイプの学校や行政機関への人事異動、校種間交流、政令市・中核市等の学校との交

流派遣、教職大学院や民間企業、海外の日本人学校等への派遣 

管理職育成研修とＯＪＴ 

人事異動を通じた人材育成 

※連携大学：総合教育センターが連携している地域の大学（11 大学） 
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イ 県立学校校長選考アセスメント 

 県立学校の校長への登用にあたり、学校現場で起こる様々な課題について、ト

ップリーダーとして組織を動かし、事案に適切に対処できる人材かどうかを見極

める際の資料の一つとするため、具体的な場面を想定した演習※１により、マネジ

メント能力を客観的に判定する手法を取り入れた「県立学校校長選考アセスメン

ト」を実施する※２。また、各演習の振り返りを行い、自己理解を促す。 

 

※１ 次のような場面を想定した演習を行う（例示）。 

  ・ 校長に赴任後の最初の職員会議において、学校の目指すべき姿を校長の所信

として、表現力豊かに職員に示すことができるか。 

 ・ 学校説明会において校長として自分の学校を論理的にしっかりとＰＲできる

か。 

 ・ 担任の指導に対する保護者からの意見・要望に対して、相手方の主張をしっ

かりと受け止めつつ、落ち着いて対応することができるか。 

 ・ 指導に自信を無くした教員など課題を抱える教員に対して共感性を示しつつ、

臨機応変に指導できるか。 

 ・ 生徒の行動に対する地域の方からの意見・要望に対して、柔軟に対応すると

ともに、具体的な解決案を提案して相手方に納得してもらうことができるか。 

※２ 市町村立学校においては、校長（管理職）の登用は、地方教育行政法第 38 

条の規定により、「都道府県教育委員会は、市町村教育委員会の内申をまって、

県費負担教職員の任免その他の進退を行うものとする」とされており、市町

村教育委員会が内申するにあたっての考え方は、市町村教育委員会に委ねら

れていることから、市町村立学校については、県立学校における実施状況と

市町村の実情を踏まえ、今後検討していく。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

様々なタイプの学校や行政機関への人事異動、校種間交流、政令市・中核市等の学校との交流 
派遣、教職大学院や民間企業、海外の日本人学校等への派遣 

 
※ 〔  〕は県立学校のみ 

教
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図２：採用から管理職まで 

 

人事異動を通じた人材育成と管理職登用 


